
蜀
布

と
耶
竹
杖

工
　
藤
　
元
　
男

は
じ
め
に

一
、
耶
竹
杖
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
前
漢
の
武
帝
が
北
方
の
遊
牧
騎
馬
民
族
旬
奴
と
戦
う
た
め
、
西
方
の
月
氏
と

の
同
盟
を
計
画
し
て
張
審
を
西
域
に
派
遣
し
た
挿
語
は
人
口
に
腫
荻
し
て
い
る
。

そ
し
て
彼
が
帰
国
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
大
夏
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
）
で

”
蜀
布
・
耶
竹
杖
〃
を
目
撃
し
、
そ
れ
ら
は
大
夏
の
商
人
が
身
毒
（
イ
ン
ド
）
で

買
い
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
よ
り
蜀
か
ら
身
毒
を
通
過
し
て

大
夏
に
至
る
交
易
ル
ー
ト
の
存
在
を
推
定
し
、
こ
れ
が
〃
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
山

開
拓
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
そ
の
一
餉
で
あ
る
。
こ
の
西
南

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
関
し
て
、
日
本
で
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
な
い
が
、
中
国
で
は

近
年
比
較
的
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
原
点
と
も
言
う

べ
き
蜀
布
と
耶
竹
杖
に
つ
い
て
は
解
釈
が
多
岐
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
小

論
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
再
検
討
し
、
蜀
布
と
耶
竹
杖
の
実
体
、
な
ら
び
に

そ
れ
に
関
連
す
る
蚕
種
の
西
伝
伝
承
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

蜀
布
と
耳
竹
杖

　
当
該
間
題
に
関
す
る
基
本
史
料
の
一
つ
の
『
史
記
』
巻
一
一
六
・
西
南
夷
列

伝
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
及
元
狩
元
年
、
博
望
侯
張
蕃
使
大
夏
來
、
言
「
居
大
夏
時
見
蜀
布
・
耶
竹

　
　
杖
、
使
問
所
從
來
。
日
、
〈
従
東
南
身
毒
國
、
可
数
千
里
、
得
蜀
賢
人
市
〉
。

　
　
或
聞
〈
耶
西
可
二
千
里
有
身
毒
國
〉
」
。
霧
因
盛
言
、
「
大
夏
在
漢
西
南
、
慕

　
　
中
國
、
患
旬
奴
隔
其
遣
。
誠
通
蜀
、
身
毒
國
道
便
近
、
有
利
無
害
」
。
於
是

　
　
天
子
乃
令
王
然
干
・
柏
始
昌
・
呂
越
人
等
、
使
間
出
西
夷
西
、
指
求
身
毒

　
　
國
。
至
浜
。
浜
王
嘗
先
乃
留
、
爲
求
道
西
十
除
輩
。
歳
鉄
、
皆
閉
昆
明
、

　
　
莫
能
通
身
毒
國
。
狽
王
與
漢
使
者
言
日
、
「
漢
敦
與
我
大
」
。
及
夜
郎
侯
亦

　
　
然
。
以
道
不
通
故
、
各
自
以
爲
一
州
主
。
不
知
漢
廣
大
。
使
者
還
、
因
盛

　
　
言
、
「
潰
大
國
、
足
事
親
附
」
。
天
子
注
意
焉
。

文
中
の
耶
竹
杖
に
つ
い
て
『
史
記
集
解
』
は
、

　
　
章
昭
日
、
「
耶
縣
之
竹
、
囑
蜀
」
。
墳
日
、
「
耶
、
山
名
。
此
竹
節
高
實
中
、
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可
作
杖
」
。

と
す
る
三
国
呉
の
葦
昭
と
晋
の
臣
揃
の
両
説
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
章
昭

は
耶
竹
杖
を
蜀
郡
の
耶
県
に
産
す
る
竹
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
臣
墳
は
耶
を
山

名
と
し
、
そ
の
山
に
産
す
る
竹
は
節
が
高
く
中
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
杖
を
作
る

の
に
適
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
葦
昭
注
を
検
証
す
る
た
め

『
漢
書
』
巻
二
八
・
地
理
志
下
の
蜀
郡
条
を
み
て
み
る
と
、
そ
こ
に
臨
耶
県
は
み

え
る
が
耶
県
は
み
え
な
い
。
張
蕃
が
耶
竹
杖
・
蜀
布
に
言
及
し
て
い
る
も
う
一

つ
の
史
料
は
、
『
史
記
』
巻
二
一
三
・
大
宛
列
伝
の
次
の
文
で
あ
る
。

　
　
臣
在
大
夏
時
、
見
耶
竹
杖
・
蜀
布
。

『
史
記
正
義
』
は
こ
の
文
に
対
し
て
、

　
　
耶
都
耶
山
出
此
竹
、
因
名
耶
竹
。
節
高
實
中
、
或
寄
牛
可
爲
杖
。
布
、

　
　
土
麓
布
。

と
注
し
、
耶
竹
杖
の
産
地
を
「
耶
都
の
耶
山
」
と
し
て
い
る
。
耶
都
と
は
西
南

爽
の
耶
都
夷
の
地
に
置
か
れ
た
県
で
、
前
漢
で
は
越
鴻
郡
に
属
し
、
現
在
の
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
－

昌
市
お
よ
び
涼
山
地
区
に
相
当
す
る
。
こ
の
「
耶
都
の
耶
山
」
に
つ
い
て
、
『
史

記
』
大
宛
列
伝
を
転
載
す
る
『
漢
書
』
巻
六
一
・
張
審
伝
の
「
臣
在
大
夏
時
、

見
耶
竹
杖
・
蜀
布
」
の
文
に
対
し
て
、
王
先
謙
の
『
漢
書
補
注
』
は
、

　
　
耶
山
即
地
志
嚴
道
下
之
耶
來
山
。
，
元
和
志
』
耶
來
山
在
今
榮
経
縣
西
五
十

　
　
里
、
山
出
竹
、
高
節
實
中
、
堪
爲
杖
、
名
耶
竹
、
因
山
以
爲
名
也
。

と
注
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
王
先
謙
は
、
耶
山
は
『
漢
書
』
巻
二
八
・
地
理
志

の
蜀
郡
厳
遺
の
原
注
に
、

　
　
耶
來
山
、
耶
水
所
出
、
東
入
青
衣
。

八
二

と
あ
る
耶
来
山
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
三

二
・
剣
南
道
中
・
栄
経
県
の
条
に
、

　
　
耶
來
山
、
在
縣
西
五
十
里
。
本
名
耶
窄
山
、
故
窄
人
之
界
也
。
山
嚴
哨
峻
、

　
　
出
竹
高
節
實
中
、
堪
爲
杖
、
因
名
山
也
。

と
あ
る
文
を
そ
の
論
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
解
釈
は
耶
竹
杖
が
耶
来

（
峡
）
山
の
名
に
由
来
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
だ
け
で
、
張
守
節
が
「
耶
都
の
耶

山
」
と
注
し
て
い
る
「
耶
都
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
論
及
し
て
お
ら
ず
、
不

徽
底
を
免
れ
な
い
が
、
こ
の
解
釈
は
顧
祖
萬
の
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
も
継
承

　
　
　
　
＾
2
〕

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
元
和
郡
県
図
志
』
と
『
読
史
方
輿
紀
要
』
は
耶

竹
杖
の
産
地
を
耶
峡
山
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
耶
蛛
山
に
は
広
狭
両
義
が
あ
る
。

広
義
で
は
横
断
山
脈
の
最
東
の
支
脈
と
し
て
眠
江
と
大
渡
河
の
間
を
南
北
に
走

る
山
地
を
総
称
し
、
海
抜
六
二
五
〇
パ
の
四
姑
娘
山
が
そ
の
主
峰
で
あ
る
。
狭

義
で
は
都
江
堰
市
－
天
全
県
以
西
、
大
渡
河
以
東
の
高
山
の
総
称
で
あ
る
（
八

　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

四
頁
の
地
図
参
照
一
。
耶
峡
山
は
成
都
平
原
と
川
西
高
原
の
自
然
境
界
を
な
す

山
脈
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
東
麓
に
位
置
す
る
現
在
の
耶
峡
県
は
秦
代

の
臨
耶
県
に
起
源
し
、
秦
漢
時
代
に
は
蜀
郡
に
属
し
た
。
し
た
が
っ
て
章
昭
が

「
耶
縣
の
竹
な
り
、
蜀
に
属
す
」
と
注
す
る
「
耶
県
」
と
は
臨
耶
県
を
指
す
と
み

て
よ
い
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
耶
竹
杖
は
そ
の
産
地
に
由
来
す
る
名
称
で
、
そ

の
産
地
と
し
て
耶
都
県
・
耶
峡
山
・
臨
耶
県
の
三
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　
一
方
、
こ
の
耶
竹
杖
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
四
川
南
方
の
雲
南
に
あ
り
、
李
昆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
〕

声
氏
に
よ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。



　
宋
代
の
大
理
国
で
都
聞
（
昆
明
）
侯
高
光
と
弟
の
高
智
の
兄
弟
が
、
昆
明
の

西
郊
に
あ
る
玉
案
山
で
狩
し
、
犀
を
追
い
か
け
て
い
た
と
き
、
忽
然
と
し
て
仙

僧
が
現
れ
、
杖
に
し
て
い
た
筑
竹
杖
を
地
に
落
と
す
と
、
そ
れ
に
根
が
生
え
、

翌
日
そ
こ
は
一
面
に
密
生
し
た
筑
竹
に
化
し
て
い
た
。
そ
こ
で
高
氏
兄
弟
は
そ

の
地
に
寺
院
を
建
立
し
、
爺
竹
寺
と
命
名
し
た
と
い
う
。
爺
竹
寺
が
じ
っ
さ
い

に
建
立
さ
れ
た
の
は
こ
の
伝
説
よ
り
後
、
す
な
わ
ち
元
代
初
期
の
雄
弁
法
師
に

よ
る
も
の
で
、
中
原
の
禅
宗
が
こ
の
地
に
伝
来
し
た
と
き
の
最
初
の
寺
と
さ
れ

て
い
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、
耶
竹
杖
は
後
代
の
雲
南
地
方
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

繁
殖
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
耶
（
筑
一
竹
は
史
乗
に
知
ら
れ
た
竹
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ

の
分
布
や
自
生
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
は
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
。

本
格
的
な
学
術
的
報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
李
徳
鉢
・
蕗
紀
如
の
両
氏
に
よ
る
と
、
筑
竹

属
ρ
O
轟
N
巨
9
穿
亮
プ
9
‘
は
近
年
新
た
に
立
て
ら
れ
た
属
で
、
こ
の
属
は

筑
竹
9
o
長
N
巨
窒
ε
昌
曇
昌
監
＝
彗
｝
g
‘
を
模
式
種
（
モ
デ
ル
種
）
と
し
、

そ
の
中
に
は
さ
ら
に
大
葉
筑
竹
・
細
秤
筑
竹
・
平
竹
・
柔
毛
筑
竹
・
光
竹
・
実

竹
子
・
三
月
竹
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
は
湖
北
・
貨
州
・
四
川
・
雲
南
等

の
各
省
に
分
布
し
、
海
抜
一
五
〇
〇
－
二
二
〇
〇
篶
の
山
岳
地
帯
、
常
緑
広
葉

　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

樹
の
下
に
生
育
す
る
。
筑
竹
は
さ
ら
に
羅
漢
竹
・
宝
搭
竹
・
算
盤
竹
な
ど
の
別

名
を
持
つ
。
秤
の
高
さ
は
六
パ
に
達
し
、
直
径
は
一
－
三
〆
ノ
、
節
と
節
の
間
は

一
〇
、
二
五
＃
ノ
、
基
部
の
数
節
は
中
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
秤
の
周
り
は
ボ
タ
ン

ニ
つ
が
合
わ
さ
っ
た
よ
う
に
激
し
く
隆
起
し
て
い
る
。
こ
の
節
の
独
特
の
形
、

蜀
布
と
耳
竹
杖

あ
る
い
は
枝
葉
の
繊
細
さ
か
ら
観
賞
用
の
竹
と
し
て
親
し
ま
れ
、
杖
や
手
工
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一

品
を
作
る
材
料
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
林
鴻
栄
氏
に
よ
る
と
、
先
秦
－
明
清
に

お
け
る
耶
竹
の
分
布
は
、
西
南
の
榮
経
・
西
昌
・
昭
覚
・
金
陽
・
耕
県
・
高

県
・
箔
連
・
南
渓
・
叙
永
・
江
津
・
江
北
・
忠
県
・
綬
江
・
大
関
・
昭
通
・
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

信
・
弥
勒
・
羅
平
・
丘
北
、
お
よ
び
広
西
の
隆
林
、
湖
北
の
亀
山
、
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
藍
勇
氏
は
こ
の
分
布
区
域
に
加
え
て
、
歴
史
時
期
の
成
都
・
耶
峡
・
漢

源
・
雅
安
・
宜
賓
・
雷
波
・
長
寧
・
騰
沖
お
よ
び
雲
南
省
文
山
州
の
諾
県
を
挙

げ
、
そ
の
主
要
分
布
を
川
西
・
川
南
・
潰
西
・
潰
南
そ
し
て
潰
東
北
の
地
区
と

し
、
そ
れ
ら
の
分
布
地
に
は
”
南
方
練
綱
之
路
山
の
主
線
支
線
が
放
射
状
に
広

が
っ
て
お
り
、
耶
竹
杖
は
こ
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
外
へ
輸
出
さ
れ
た
、
と
推
定

　
　
　
一
1
0
一

し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
諦
説
に
従
っ
て
、
耶
竹
の
分
布
地
を
地
図
に
落
と
す
と
次
頁
の
図

の
よ
う
に
な
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
分
布
地
は
先
に
耶
竹
杖
の
産

地
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
耶
都
県
・
耶
蛛
山
・
臨
耶
県
の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
耶
竹
杖
の
名
の
由
来
は
、
さ
ら
に
別
の
観
点
か
ら

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
耶
都
県
・
耶
峡
山
・
臨
耶
県
は
と
も
に
「
耶
」
を
冠
す
る
地
名
で
、
そ
れ
は

西
南
夷
の
耶
都
夷
と
深
く
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
耶
都
夷
の
住
地
は
前
漢

武
帝
に
経
略
さ
れ
て
耶
都
県
と
な
り
、
そ
の
一
帯
に
は
越
鴻
郡
が
開
置
さ
れ
た
。

郡
治
の
耶
都
県
は
現
在
の
西
昌
束
南
に
あ
た
る
。
ま
た
『
続
漢
書
』
郡
国
志
五
・

蜀
郡
属
国
の
厳
道
条
で
劉
昭
が
注
引
す
る
『
華
陽
国
志
』
に
、

　
　
耶
峡
山
、
本
名
耶
柞
、
故
耶
人
工
作
人
界
也
。

八
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八
四

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
耶
峡
山
は
も
と
耶
柞
と
言
い
、
耶
都
夷
と
十
作
（
柞
一

都
夷
の
白
然
境
界
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
桑
秀
雲
氏
は
、
耶
都
夷
は
そ
の
東
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
一

搾
都
夷
は
そ
の
西
に
分
布
し
て
い
た
と
解
し
て
い
る
。
同
条
の
劉
昭
注
引
の
『
華

陽
国
志
』
に
は
さ
ら
に
、

　
　
耶
人
自
蜀
入
、
度
此
山
甚
瞼
難
、
南
人
毒
之
、
故
名
耶
蛛
。

と
あ
り
、
耶
峡
山
と
耶
都
夷
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
耶

都
夷
は
蜀
に
も
分
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
華
陽
国
志
』
巻
三
・
蜀
志
・
定

作
県
の
条
に
も
、

　
　
波
山
日
夷
、
南
中
日
昆
明
、
漢
嘉
越
瀦
日
窩
、
蜀
日
耶
、
皆
夷
種
也
。

と
あ
っ
て
、
蜀
の
夷
種
を
耶
都
夷
と
し
て
い
る
。
『
華
陽
国
志
』
巻
三
・
蜀
志
・

蜀
郡
・
臨
耶
県
の
条
に
も
、

　
　
郡
西
南
二
百
里
、
本
有
耶
民
。
秦
始
皇
徒
上
郡
實
之
。

と
あ
り
、
臨
耶
県
の
地
に
は
元
来
耶
都
夷
が
い
た
け
れ
ど
も
、
秦
の
始
皇
帝
の

と
き
上
郡
の
民
を
こ
こ
に
移
住
さ
せ
た
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
桑
秀
雲
氏

は
、
秦
代
の
耶
都
夷
は
蜀
地
の
耶
峡
山
以
東
（
現
在
の
耶
峡
県
一
帯
）
に
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
2
一

漢
代
に
な
る
と
越
嵩
郡
を
中
心
に
分
布
し
て
い
た
と
解
し
て
い
る
。
桑
秀
雲
氏

は
こ
う
し
た
耶
都
夷
の
分
布
の
拡
大
を
氏
人
の
遷
徒
の
一
環
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
す
な
わ
ち
耶
都
夷
・
柞
都
夷
・
栴
駝
の
分
布
地
区
は
氏
人
の
南
遷
の
ル
ー

ト
上
に
あ
り
、
そ
の
一
部
は
こ
の
遷
徒
の
過
程
で
土
着
し
て
耶
都
夷
な
ど
の
部

族
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
遷
徒
は
つ
づ
き
、
東
は
巴
蜀
か
ら
川
東
を
へ
て
顎

蛉
な
ど
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
長
江
を
東
に
下
っ
て
湖
北
・
江
西
・
安
徽
に
至
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
旧
一

北
は
河
南
・
山
東
に
至
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
再
駝
の
構
成
種
族
に
は
氏
の
他



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
M
一

に
先
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
耶
都
夷
・
柞
都
夷
・
再
駝
の
母
胎

を
一
括
し
て
氏
と
論
断
す
る
桑
氏
の
見
解
は
不
正
確
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

少
な
く
と
も
耶
都
夷
の
分
布
地
域
が
耶
竹
杖
の
分
布
地
域
と
重
な
る
点
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
耶
竹
杖
の
”
耶
。
の
由
来
は
耶
都
夷

の
分
布
地
区
お
よ
び
移
動
地
区
が
耶
竹
杖
の
分
布
地
区
と
重
な
っ
て
い
る
た
め

に
生
ま
れ
た
名
称
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
耶
都
県
・
耶
峡
山
・
臨
耶
県
も

耶
竹
杖
の
分
布
地
区
と
重
な
る
の
で
、
結
果
的
に
は
必
ず
し
も
誤
り
で
は
な
い

こ
と
に
な
ろ
う
。二

、
蜀
布
を
め
ぐ
る
諸
間
魎

　
で
は
蜀
布
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
蜀
布
の
実
態
を
め
ぐ
っ
て
藍
勇
氏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
〕

近
年
の
諦
説
を
次
の
三
つ
に
整
理
し
て
い
る
。
①
哀
牢
附
近
の
僚
・
瀧
の
産
す

る
木
棉
の
織
物
で
、
蜀
の
商
人
に
よ
っ
て
仕
入
れ
ら
れ
た
た
め
そ
の
よ
う
に
呼

　
　
　
　
　
　
一
帖
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
一

ば
れ
た
と
す
る
説
、
②
高
級
な
絹
織
物
の
一
種
と
す
る
説
、
③
麻
織
物
の
細
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
一

の
一
種
で
、
漢
代
の
黄
潤
筒
布
と
す
る
説
、
で
あ
る
。
前
引
の
『
史
記
』
大
宛

列
伝
を
転
載
す
る
『
漢
書
』
巻
六
一
・
張
審
伝
で
は
、
文
中
の
「
蜀
布
」
に
対

し
て
、
顔
師
古
注
が

　
　
布
、
細
布
也
。

と
す
る
服
虞
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
蜀
布
」
と
は
「
蜀
の
細
布
」

で
あ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
蜀
の
細
布
に
つ
い
て
、
饒
宗
願
氏
は
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い

よ
う
な
史
料
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
『
説
文
』
十
三
篇
上
・
糸
部
の
「
繧
」

　
　
　
　
　
　
蜀
布
と
耳
竹
杖

字
に
つ
い
て
、

　
　
蜀
細
布
也
。

と
あ
る
「
繕
」
で
あ
る
。
た
だ
し
『
説
文
解
字
義
証
』
巻
四
一
・
糸
部
に
引
く

と
こ
ろ
の
＝
切
経
音
義
』
八
に
見
え
る
『
説
文
』
で
は
「
蜀
白
細
布
也
」
に

作
っ
て
い
る
。
第
二
に
，
太
平
御
覧
』
巻
第
八
二
〇
・
布
白
巾
部
七
に
引
く
『
説

文
』
に
、

　
　
…
…
総
、
蜀
布
也
。

と
あ
る
「
総
」
で
あ
る
。
第
三
に
『
説
文
』
十
三
篇
上
・
糸
部
に
、

　
　
綱
、
細
布
也
。
…
…

と
あ
り
、
「
綿
」
は
ま
た
麻
に
瓜
う
「
脇
」
に
も
作
る
。
以
上
の
史
料
に
基
づ
い

て
饒
宗
願
氏
は
、
細
は
細
布
の
通
称
、
繕
は
蜀
の
細
布
の
固
有
名
で
、
張
審
が
み

た
蜀
布
が
細
布
で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
繧
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
漢
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
凹
）

人
は
蜀
布
を
黄
潤
と
言
っ
た
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
繕
を
蜀
布
の
固
有
名
と
す

る
饒
宗
願
氏
の
指
摘
は
正
し
い
が
、
し
か
し
そ
れ
故
に
「
繕
」
の
み
を
張
審
の

み
た
蜀
布
と
即
断
す
る
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
氏
の
挙
げ
た
こ
れ
ら

の
史
料
か
ら
、
む
し
ろ
我
々
は
次
の
よ
う
に
概
括
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
綱
」
は
細
布
の
通
称
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
蜀
の
細
布
と
し
て
「
繕
」
・
「
纏
」
・

「
黄
潤
」
な
ど
が
あ
っ
た
、
と
。
で
は
こ
れ
ら
の
蜀
布
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。

　
前
漢
末
の
揚
雄
は
そ
の
「
蜀
都
賦
」
と
い
う
有
名
な
作
品
の
中
で
、
成
都
の

手
工
業
の
精
巧
殴
富
さ
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

　
　
其
布
則
細
（
都
）
〔
締
〕
・
弱
折
、
錦
繭
成
椎
、
阿
麗
繊
擁
、
避
曇
典
陰
。

八
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
一

　
　
蜘
蛛
作
練
、
不
可
見
風
。
衡
中
黄
潤
、
一
端
敷
金
。

こ
れ
を
張
震
澤
氏
の
注
釈
を
踏
ま
え
て
訳
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
成
都
で
織
ら
れ
て
い
る
織
物
、
す
な
わ
ち
細
締
（
細
い
葛
布
）
、
弱
折
（
布

　
　
名
。
材
質
は
不
明
）
、
錦
繭
（
生
糸
）
で
織
ら
れ
た
椎
（
絹
布
）
は
、
み
な

　
　
柔
軟
細
綴
で
、
そ
の
細
綴
さ
は
暗
中
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
ほ
ど
で
、

　
　
蜘
蛛
の
糸
で
織
ら
れ
た
よ
う
な
そ
の
薄
さ
は
風
に
も
耐
え
な
い
ほ
ど
で
あ

　
　
る
。
「
楡
（
筒
）
中
」
（
竹
筒
）
に
入
っ
た
黄
潤
は
一
端
で
数
金
も
す
る
。

「
端
」
と
は
布
常
の
長
さ
の
単
位
で
、
実
寸
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
あ
り
、
そ
れ
は
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
幻
一

本
に
入
っ
て
「
反
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
細
締
・

弱
折
・
椎
は
み
な
そ
の
柔
軟
さ
・
細
綴
さ
・
薄
さ
が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し

て
黄
潤
は
そ
の
高
価
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
描
写
は
晋
の
左
思

「
蜀
都
賦
」
に
も
継
承
さ
れ
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

　
　
機
拝
相
和
、
貝
錦
斐
成
、
濯
色
江
波
、
黄
潤
比
筒
、
篇
金
所
過
。

こ
こ
で
左
思
は
、
蜀
の
織
物
と
し
て
眠
江
の
分
流
の
錦
江
で
さ
ら
さ
れ
た
貝
錦

（
蜀
錦
の
こ
と
）
、
お
よ
び
黄
潤
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
貝
錦
に
対

し
て
は
華
麗
な
色
彩
を
、
黄
潤
に
対
し
て
は
高
価
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま

り
成
都
特
産
の
織
物
を
述
べ
た
こ
の
二
つ
の
「
蜀
都
賦
」
で
は
、
細
締
（
葛
の

細
布
）
・
弱
折
（
材
質
不
明
の
細
布
）
・
椎
（
生
糸
の
細
布
）
に
対
し
て
柔
軟
細

綴
さ
を
強
調
し
、
貝
錦
（
蜀
錦
）
に
対
し
て
華
麗
な
色
彩
を
強
調
し
、
黄
潤
に

対
し
て
は
高
価
さ
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
と
く
に
高
価
さ
が
強

調
さ
れ
て
い
る
黄
潤
に
つ
い
て
は
、
上
引
の
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
劉
蓮
の
注
に
、

　
　
黄
潤
、
謂
筒
中
細
布
也
。
司
馬
相
如
「
凡
將
篇
」
日
、
「
黄
潤
繊
美
宜
制

八
六

　
　
揮
」
。

と
あ
り
、
黄
潤
は
筒
中
（
竹
筒
）
の
中
に
入
っ
て
い
る
細
布
で
あ
る
と
し
、
そ

れ
が
繊
美
（
薄
く
て
美
し
い
）
で
「
揮
」
（
或
作
揮
）
を
作
る
の
に
良
い
と
す
る

司
馬
相
如
の
「
凡
將
篇
」
（
侠
文
）
を
引
用
し
て
る
。

　
た
し
か
に
黄
潤
が
筒
中
に
収
め
ら
れ
た
商
品
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や

や
後
代
の
『
晋
書
』
巻
四
三
・
王
戎
列
伝
で
も
確
認
さ
れ
る
。

　
　
戎
渡
江
、
綬
慰
新
附
、
宣
揚
威
葱
。
…
…
（
略
）
…
…
南
郡
太
守
劉
肇
賂

　
　
戎
筒
中
細
布
五
十
端
、
爲
司
隷
所
糾
。
以
知
而
未
納
。

こ
れ
は
西
晋
の
成
寧
五
年
（
二
七
九
）
に
呉
に
対
す
る
総
攻
撃
が
行
わ
れ
、
翌

年
三
月
に
呉
が
平
定
さ
れ
た
と
き
、
呉
地
に
入
っ
て
戦
後
処
理
に
従
事
し
て
い

た
王
戎
が
、
占
領
下
の
南
郡
太
守
劉
肇
か
ら
「
筒
中
細
布
五
十
端
」
を
贈
与
さ

れ
、
司
隷
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
引
の
揚
雄

「
蜀
都
賦
」
に
筒
中
黄
潤
は
一
端
で
数
金
も
す
る
と
あ
っ
た
が
、
王
戎
の
場
合
は

そ
れ
を
五
十
端
も
受
け
取
っ
た
ま
ま
報
告
を
怠
っ
た
嫌
疑
に
関
連
し
て
で
あ
っ

た
。　

さ
ら
に
『
南
史
』
巻
五
二
・
梁
宗
室
列
伝
下
・
附
郡
陽
忠
烈
王
恢
伝
に
も
よ

く
似
た
内
容
が
み
え
る
。

　
　
天
監
元
年
、
封
郡
陽
郡
王
。
除
郭
州
刺
史
、
加
都
督
。
初
、
郭
城
疾
疫
死

　
　
者
甚
多
、
及
藏
積
。
恢
下
車
遼
命
埋
摩
、
又
遣
四
使
巡
行
州
部
、
境
大
寧
。

　
　
時
有
進
筒
中
布
者
、
恢
以
奇
貨
異
服
、
即
命
焚
之
。
於
是
百
姓
仰
徳
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
南
朝
梁
の
王
恢
が
邸
州
刺
史
と
な
っ
て
郭
城
に
赴
任
し
た
と

き
、
（
斉
梁
交
替
の
混
乱
に
よ
っ
て
か
一
郵
城
で
は
流
行
病
で
死
ん
だ
者
が
あ
ま



り
に
多
い
た
め
、
人
々
は
磧
を
蔵
し
た
。
「
蔵
残
」
と
は
死
者
が
多
く
て
本
葬
す

る
の
が
間
に
合
わ
ず
、
埋
葬
さ
れ
な
い
ま
ま
棺
が
ひ
そ
か
に
放
置
さ
れ
て
い
た

状
態
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
王
恢
は
埋
葬
を
命
じ
、
州
部
の
治
安
安
寧
に
努
め
た
。

こ
の
王
恢
に
対
し
て
「
筒
中
布
」
を
進
呈
し
た
者
が
い
た
。
王
恢
は
そ
れ
を
「
奇

貨
異
服
」
の
故
に
焼
却
さ
せ
た
。
そ
の
行
為
で
王
恢
の
輿
望
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

た
と
い
う
。
「
奇
貨
異
服
」
の
意
味
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
高
価
な

贈
答
品
を
意
味
す
る
表
現
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
は
、
王
朝
交
替

の
さ
い
戦
後
処
理
に
乗
り
込
ん
で
き
た
占
領
者
に
対
し
て
、
被
占
領
者
側
が
何

ら
か
の
働
き
か
け
を
す
る
た
め
、
占
領
者
側
に
高
価
な
商
品
を
贈
答
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
贈
答
品
と
し
て
い
ず
れ
も
「
筒
中
細
布
」

が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
高
価
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、

魏
晋
南
朝
時
代
に
な
る
と
筒
中
細
布
が
長
江
中
流
域
で
も
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
筒
中
細
布
の
生
産
地
の
広
が
り
は
、
『
南
史
』
巻
一
・
宋

本
紀
上
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

　
　
廣
州
嘗
献
入
筒
細
布
一
端
八
丈
、
帝
悪
其
精
麗
勢
人
、
即
付
有
司
弾
太
守
、

　
　
以
布
還
之
、
井
制
嶺
南
禁
作
此
布
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
南
朝
宋
の
武
帝
は
そ
の
生
前
清
廉
寡
欲
で
、
広
州
よ
り
貢
献

さ
れ
た
一
端
八
丈
の
「
筒
（
「
中
」
字
を
脱
す
る
か
？
）
細
布
」
に
対
し
て
、
そ

れ
が
あ
ま
り
に
精
麗
な
る
が
故
に
そ
れ
を
作
る
人
民
の
労
力
を
思
い
、
献
上
し

た
太
守
を
弾
劾
し
、
筒
細
布
を
返
却
さ
せ
、
か
つ
嶺
南
に
お
け
る
そ
の
制
作
を

禁
じ
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
、
揚
雄
の
表
現
が
決
し
て
誇
張
で
は

　
　
　
　
　
　
蜀
布
と
耳
竹
杖

な
く
、
ま
た
南
朝
時
代
に
筒
中
細
布
が
広
州
で
も
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
黄
潤
は
竹
筒
に
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
故
に

筒
中
布
・
筒
中
細
布
・
筒
細
布
等
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
任
乃
強
氏
は
細
布
の
中
で
も
と
り
わ
け
高
価
だ
っ
た
「
黄
潤
」
を
、
苧
麻
の

織
物
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏
は
そ
の
『
華
陽
国
志
校
注
』
に
附
さ
れ
た
専
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
犯
〕

中
で
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
長
江
河
谷
の
巴
地
の
賛
人
は
、
か
な

り
早
い
時
期
か
ら
苧
麻
の
野
生
種
＾
寄
ま
①
）
を
繊
維
作
物
と
し
て
栽
培
化
し

て
い
た
。
秦
漢
時
代
、
臨
耶
の
大
奴
隷
主
の
紡
績
工
房
で
は
大
量
に
買
い
付
け

て
そ
れ
で
細
布
を
織
り
、
四
方
に
販
売
し
、
身
毒
・
大
夏
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ

の
苧
麻
布
を
「
蜀
布
」
と
称
す
る
の
は
、
そ
れ
が
蜀
地
で
生
産
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
五
・
布
白
m
部
に
引
か
れ
た
『
史
記
』
張
霧
伝
（
マ
マ
）

で
は
蜀
布
を
「
頚
貞
布
」
に
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
蜀
布
が
苧
麻
布
で
あ
り
賛

布
と
も
称
さ
れ
た
こ
と
を
魏
晋
陪
唐
の
人
々
が
知
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
『
華
陽
国
志
』
巻
三
・
蜀
志
・
蜀
郡
江
原
県
の
条
に
、

　
　
安
漢
・
上
下
朱
邑
出
好
麻
・
黄
潤
細
布
、
有
先
筒
盛
。

と
あ
り
、
成
都
西
南
の
江
原
県
の
安
漢
郷
や
上
下
朱
邑
郷
の
特
産
と
し
て
黄
潤

細
布
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
細
麻
布
の
こ
と
で
、
も
と
は
葛
の
繊
維
で

作
ら
れ
た
が
、
巴
・
蜀
の
人
々
は
苧
麻
で
こ
れ
を
作
っ
た
。
そ
の
細
い
こ
と
紗

や
縮
緬
の
よ
う
で
、
一
疋
ず
つ
竹
筒
の
中
に
収
め
た
。
先
筒
と
は
先
中
の
竹
管

を
言
い
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
細
長
く
、
笛
の
よ
う
で
、
そ
れ
で
作
っ
た
楽
器
を

先
笛
と
い
う
。
一
疋
が
そ
の
先
筒
中
に
入
る
の
は
、
細
さ
を
強
調
し
た
の
で
あ

　
＾
鴉
〕

る
、
と
。
つ
ま
り
黄
潤
は
苧
麻
布
を
先
笛
を
作
る
よ
う
な
細
い
竹
筒
の
中
に
巻
き

八
七



入
れ
て
そ
の
薄
さ
・
細
さ
を
強
調
す
る
織
物
で
、
張
審
の
言
う
〃
蜀
布
”
と
は

こ
の
〃
先
筒
。
に
入
っ
た
〃
黄
澗
”
を
指
す
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
同
杳
巻
一
・
巴
志
・
総
序
で
巴
地
の
物
産
に
つ
い
て
述
べ
た
部

分
に
、

　
　
土
植
五
穀
。
牲
具
六
畜
。
桑
・
醒
・
麻
・
苧
、
魚
・
臨
皿
・
銅
・
鐵
、
丹
・

　
　
漆
・
茶
・
蜜
、
露
麹
・
巨
犀
、
山
難
・
白
雑
、
黄
潤
・
鮮
粉
、
皆
納
貢
之
。

と
あ
る
黄
潤
に
対
し
て
は
、
「
〃
黄
潤
”
は
、
生
絹
（
薄
織
り
の
絹
－
引
用
者
注
一

の
と
く
に
細
く
薄
い
も
の
。
そ
の
精
美
な
製
品
は
竹
筒
の
中
に
巻
き
入
れ
て
商

品
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
蜀
都
賦
」
に
”
黄
潤
比
筒
。
と
あ
る
の
が
そ
れ
で

　
　
＾
刎
－

あ
る
」
と
も
注
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
任
乃
強
氏
は
一
方
で
黄
潤
を
竹
筒
に

収
め
た
苧
麻
の
細
布
と
し
、
他
方
で
竹
筒
に
収
め
ら
れ
た
絹
の
細
布
と
し
、
二

つ
の
解
釈
を
提
示
し
な
が
ら
そ
の
違
い
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。

ま
た
長
江
河
谷
の
巴
地
の
宛
人
が
苧
麻
の
野
生
種
を
栽
培
化
し
た
こ
と
が
仮
に

歴
史
的
事
実
だ
と
し
て
も
、
氏
の
挙
げ
る
史
料
に
は
黄
潤
が
苧
麻
の
織
物
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
は
な
い
。
史
料
に
は
①
「
箭
中
黄
潤
」
、
②
「
黄
潤

比
筒
」
、
③
「
黄
潤
繊
美
宜
制
禅
」
、
④
「
黄
潤
細
布
」
と
あ
る
だ
け
で
、
①
②

は
黄
潤
が
竹
筒
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
③
④
は
黄
潤
が
細
布
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
劉
琳
氏
も
『
華
陽
国
志
』
に
詳
細
な
注
釈
を
施
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
氏
は
如
上
の
蜀
郡
江
原
県
の
条
に
、

　
　
〔
麻
〕
大
麻
を
指
す
。
成
都
平
原
は
古
来
か
ら
大
麻
を
産
し
、
現
在
で
も
温

　
　
江
・
郁
県
・
灌
県
の
生
産
量
は
四
川
全
省
の
ほ
ぼ
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

八
八

　
　
め
る
。
大
麻
の
繊
維
で
布
を
織
る
こ
と
が
で
き
、
雄
株
（
牡
麻
）
の
繊
維

　
　
は
と
く
に
白
い
。
現
在
で
は
主
に
麻
袋
・
麻
縄
の
原
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
〔
黄
潤
細
布
〕
漢
・
晋
に
お
け
る
蜀
中
の
特
産
物
の
細
麻
布
で
、
”
蜀
布
”

　
　
と
も
称
さ
れ
、
全
国
的
に
有
名
で
、
遠
く
国
外
に
ま
で
販
売
さ
れ
た
。
張

　
　
審
が
大
夏
で
身
毒
（
今
の
イ
ン
ド
）
商
人
の
仕
入
れ
た
〃
蜀
布
。
を
見
た

　
　
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
牡
麻
の
繊
維
で
織
ら
れ
、
細
く
て
柔
ら
か

　
　
く
、
竹
筒
の
中
に
巻
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
に
〃
筒
中
布
山
と
も
称

　
　
さ
れ
、
現
在
の
夏
布
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（
以
下
、
司
馬
相
如
の
「
凡

　
　
将
篇
」
と
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
を
引
く
が
、
略
す
－
引
用
者
一
ま
た
『
説

　
　
文
』
に
「
繧
、
蜀
細
布
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
黄
潤
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
〔
先
筒
〕
大
き
な
竹
筒
で
、
眠
江
上
流
の
先
中
に
産
す
る
の
で
、
そ
の
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肪
一

　
　
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
注
し
、
「
好
麻
・
黄
潤
細
布
」
の
麻
は
大
麻
の
こ
と
で
、
黄
潤
は
大
麻
の
繊
維

で
織
ら
れ
た
細
布
で
、
細
く
柔
ら
か
だ
っ
た
の
で
竹
筒
の
中
に
巻
く
こ
と
が
で

き
、
張
蕃
の
見
た
蜀
布
が
こ
れ
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
劉
氏
は
麻
を
大
麻
と

指
摘
す
る
の
み
で
、
そ
れ
が
苧
麻
で
は
な
い
こ
と
の
論
拠
を
示
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
そ
の
材
料
に
つ
い
て
は
ま
だ
間
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
我
々
は
と
り
あ
え
ず
「
黄
潤
は
竹
筒
に
入
っ
た
細
布
で
あ
る
」
と
い
う
基
本

認
識
に
基
づ
き
、
「
細
布
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
細
布
に
は
単
独
に
「
細
布
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
と
、
黄
潤
細
布
の
よ
う
に

「
O
○
細
布
」
と
熟
し
て
表
記
さ
れ
る
場
合
と
の
両
種
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。
単

独
表
記
の
場
合
は
実
態
が
分
か
り
に
く
い
の
で
、
と
く
に
後
者
の
場
合
に
着
目



す
る
と
、
，
華
陽
国
志
』
巻
四
・
南
中
志
・
永
昌
郡
の
条
に
、
哀
牢
夷
の
物
産
と

し
て
、

　
　
有
閲
干
細
布
。
蘭
干
掠
言
綜
也
。
織
成
文
如
綾
錦

　
　
＾
珊
一

と
あ
る
。
文
中
の
「
閲
（
蘭
）
干
」
と
は
「
貯
」
（
苧
麻
）
を
意
味
す
る
猟
人
の

言
葉
と
あ
る
の
で
、
蘭
干
細
布
は
苧
麻
細
布
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
新
唐

杳
』
巻
四
三
・
地
理
志
七
上
・
嶺
南
道
の
条
に
も
土
貢
と
し
て
「
白
貯
細
布
」

が
み
え
、
こ
れ
も
苧
麻
細
布
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
劉
琳
氏
の
指
摘
す
る
「
繕
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
検
討
し
た
如
く
許

慎
は
「
繧
」
を
「
蜀
細
布
也
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
二
切
経
音
義
』
に
引

か
れ
た
『
説
文
』
で
は
こ
れ
を
「
蜀
白
細
布
也
」
に
作
り
、
「
白
」
の
一
字
が
多

い
。
す
る
と
こ
の
「
蜀
白
細
布
也
」
は
嶺
南
道
の
土
貢
の
「
白
貯
細
布
」
と
同

種
の
も
の
と
み
な
さ
れ
、
「
繕
」
も
苧
麻
細
布
で
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
。
た
だ
し

苧
麻
は
古
く
よ
り
巴
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
鋼
地
の
苧
麻
栽
培
は
唐
以
後

で
あ
り
、
四
川
で
は
む
し
ろ
大
麻
の
方
が
重
要
な
生
産
物
だ
っ
た
と
す
る
藍
勇

　
　
　
　
　
　
　
一
η
〕

氏
の
説
も
あ
る
の
で
、
蜀
布
の
材
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
農
学
史
的
な

視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
後
漢
菩
』
巻
八
八
・
西
域
伝
の
大

秦
国
の
条
に
、

　
　
又
有
細
布
、
或
言
水
羊
轟
、
野
獺
繭
所
作
也
。

と
あ
り
、
大
秦
国
の
特
産
物
と
し
て
野
蚕
の
繭
か
ら
採
っ
た
練
で
織
ら
れ
た
細

布
の
例
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
細
布
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
『
三
国
志
』

巻
三
〇
・
魏
書
・
鳥
桓
鮮
卑
東
夷
伝
で
斐
松
之
注
引
の
三
国
魏
・
魚
泰
『
魏

　
　
　
　
　
　
蜀
布
と
耶
竹
杖

略
』
に
や
や
詳
し
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
有
織
成
細
布
。
言
用
水
羊
轟
、
名
日
海
西
布
。
此
國
六
畜
皆
出
水
、
或
云

　
　
非
燭
用
羊
毛
也
、
亦
用
木
皮
或
野
繭
練
作
。
…
…
（
中
略
）
…
…
又
常
利

　
　
得
中
國
綜
、
解
以
爲
胡
綾
。

や
や
難
解
な
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
大
秦
国
に
は
野
蚕
の
繭
あ
る
い

は
野
繭
の
練
か
ら
織
ら
れ
た
細
布
の
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
護
雅
夫
氏
は
、

こ
れ
ら
「
一
種
の
山
ま
ゆ
か
ら
と
れ
る
生
糸
に
似
た
繊
維
は
古
く
か
ら
地
中
海

方
面
で
織
ら
れ
、
と
く
に
小
ア
ジ
ア
の
西
南
に
浮
か
ぶ
コ
ス
島
の
そ
れ
は
有
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
〃
コ
ス
布
山
は
大
プ
リ
ニ
ウ

ス
（
o
巴
易
雲
邑
易
ω
8
昌
き
ω
）
に
「
婦
人
の
衣
服
を
薄
く
し
て
裸
に
近
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
〕

る
」
と
言
わ
せ
た
薄
い
織
物
で
、
そ
の
た
め
中
国
か
ら
伝
来
さ
れ
た
絹
布
も
そ

の
多
く
は
一
度
バ
ラ
し
て
練
に
戻
さ
れ
、
ふ
た
た
び
コ
ス
布
の
よ
う
な
薄
物
に

織
り
直
さ
れ
た
と
い
う
。
上
文
の
魚
泰
の
『
魏
略
』
に
「
又
た
常
に
中
國
の
綜

む
き
ほ

を
利
り
得
て
、
解
き
て
以
っ
て
胡
綾
を
爲
る
」
と
あ
る
の
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を

指
す
。
こ
こ
で
我
々
は
、
中
国
の
絹
が
西
方
に
伝
来
す
る
以
前
に
地
中
海
世
界

に
あ
っ
た
コ
ス
布
を
中
国
側
の
記
録
が
「
細
布
」
と
表
記
し
、
ま
た
そ
の
コ
ス

布
に
倣
っ
て
織
り
直
し
た
一
種
の
絹
織
物
も
「
細
布
」
と
表
記
し
て
い
る
点
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
中
国
で
は
麻
布
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、

細
い
締
で
織
ら
れ
た
薄
絹
に
対
し
て
も
細
布
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
前
引
の
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
に
み
え
る
「
錦
繭
（
生
糸
）
で
織
ら
れ

た
椎
（
絹
布
）
」
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
饒
宗
願
氏
に
よ
れ
ば
、
細
布
は
十
升
以
上
の
細
薄
布
を
指
す
。
綜

八
九



を
繭
か
ら
取
る
と
き
、
四
、
五
本
の
練
を
合
わ
せ
て
一
筋
に
し
た
も
の
を
糸
と

い
い
、
二
糸
を
合
わ
せ
て
一
綾
と
し
た
ポ
の
を
練
と
い
う
。
八
O
綾
を
一
升
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
一

い
い
、
漢
代
で
も
っ
と
も
細
密
な
細
布
は
三
〇
升
に
も
達
す
る
と
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
細
布
と
は
そ
れ
が
麻
布
に
せ
よ

絹
布
に
せ
よ
細
密
に
織
ら
れ
た
織
物
一
般
を
指
し
、
麻
布
の
場
合
は
綿
と
通
称

さ
れ
、
蜀
の
細
布
と
し
て
は
総
・
繕
・
黄
潤
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
絹
の
細
布
も

あ
っ
た
が
、
蜀
錦
に
代
表
さ
れ
る
成
都
の
絹
織
物
業
は
前
漢
で
は
ま
だ
嚢
邑
の

錦
ほ
ど
有
名
で
は
な
く
、
そ
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
漢
末
三

　
　
　
　
　
＾
引
一

国
以
後
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
張
霧
の
み
た
蜀
布
と
は
苧
麻
・
大
麻
の
別
は
と

も
か
く
麻
布
の
一
種
だ
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、係

東
ロ
ー
マ
の
養
蚕
伝
来
伝
承
と
蜀
布
・
耶
竹
杖
の
関

　
蜀
布
と
耶
竹
杖
の
問
魍
が
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
東

ロ
ー
マ
の
養
蚕
伝
来
の
伝
説
と
関
連
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
当
時
、
内
陸
ア
ジ
ア
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
へ
て
東
ロ
ー
マ
に
中
国
産
の
絹
が

入
っ
て
く
る
場
合
に
は
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
領
内
を
通
過
し
た
。
そ
の
た
め

東
ロ
ー
マ
で
は
サ
サ
ン
朝
と
協
定
を
結
び
、
国
境
に
交
易
場
を
設
け
、
そ
こ
へ

担
当
官
吏
が
出
向
い
て
、
ペ
ル
シ
ャ
人
商
人
か
ら
独
占
的
に
絹
を
買
い
入
れ
る

方
法
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
国
境
線
を
め
ぐ
る
サ
サ
ン
朝
と
の
慢
性
的
な
戦

争
状
態
が
つ
づ
く
と
、
そ
の
紛
争
の
あ
お
り
を
う
け
て
絹
の
供
給
が
激
減
す
る

九
〇

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
危
機
的
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
東
ロ
ー
マ
で
は
養
蚕

の
披
術
を
取
り
入
れ
、
自
前
の
絹
の
生
産
に
着
手
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ

の
養
蚕
披
術
の
伝
来
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
伝
承
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
一
つ
は
六
世
紀
前
半
の
東
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
プ
ロ
コ
ピ
ウ
ス
（
肩
o
8
q
冨
）

の
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
東
ロ
ー
マ
に
絹
の
輸
入
が
激
減
し
て

か
ら
一
〇
年
ほ
ど
た
っ
た
後
、
次
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ

ろ
イ
ン
ド
か
ら
来
た
あ
る
修
適
僧
た
ち
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
が
も
は
や

ペ
ル
シ
ャ
か
ら
絹
を
購
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
皇

帝
の
前
に
参
内
し
、
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
具
申
し
た
。
「
自
分
た

ち
は
イ
ン
ド
の
多
数
の
国
が
あ
る
中
の
北
に
位
置
す
る
国
－
こ
の
国
は
セ
リ
ン

ダ
（
ω
＆
目
監
）
と
呼
ば
れ
る
－
で
長
い
間
暮
ら
し
、
そ
こ
で
ロ
ー
マ
の
地
に
お
い

て
絹
が
ど
の
よ
う
な
手
段
で
あ
れ
ば
生
産
可
能
か
を
正
確
に
学
ん
だ
」
と
。
そ

こ
で
皇
帝
は
真
剣
に
質
問
し
、
ま
た
そ
の
国
が
真
実
の
も
の
か
ど
う
か
を
理
解

す
る
た
め
、
彼
ら
に
多
く
の
質
問
を
し
た
。
修
道
僧
た
ち
は
皇
帝
に
、
あ
る
虫

は
絹
の
製
造
主
で
あ
り
、
自
然
が
そ
の
教
師
と
な
っ
て
虫
た
ち
が
一
生
懸
命
に

働
く
よ
う
強
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
虫
を
生
き
た
ま
ま
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
ま

で
運
ぶ
の
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
卵
を
運
ぶ
の
は
可
能
で
、
ま
た
概
し
て

簡
単
で
あ
る
と
も
説
明
し
た
（
以
下
、
蚕
種
に
関
す
る
奇
妙
な
記
述
が
あ
る
が
、

省
略
一
。
…
…
彼
ら
が
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
後
、
皇
帝
は
彼
ら
に
多
大
な
恩
賞
を

与
え
る
こ
と
を
約
束
し
、
こ
の
話
を
実
際
に
確
か
め
て
く
る
よ
う
に
求
め
た
。

そ
こ
で
彼
ら
は
ふ
た
た
び
セ
リ
ン
ダ
に
行
き
、
卵
を
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
に
持
ち
帰

り
、
そ
れ
ら
を
虫
に
艀
化
す
る
方
法
を
記
録
し
、
そ
の
虫
を
桑
の
葉
で
飼
っ
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聾

か
く
て
彼
ら
は
そ
の
と
き
か
ら
ロ
ー
マ
の
地
で
綱
の
生
産
を
可
能
に
し
た
。

　
護
雅
夫
氏
は
こ
の
伝
説
の
原
型
が
西
域
南
道
の
コ
ー
タ
ン
（
子
脚
）
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
一
3
3
一

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
玄
装
の
『
大
唐
西
域
記
』
巻
二
一
・
鞭
薩
旦

那
國
附
蚕
桑
伝
入
之
始
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
昔
者
此
國
未
知
桑
窟
、
聞
東
國
有
之
、
命
使
以
求
。
時
東
國
君
秘
而
不
賜
、
嚴

　
　
勅
開
防
、
無
令
桑
館
種
出
也
。
概
薩
旦
那
王
乃
卑
辞
下
穫
、
求
婚
東
國
。

　
　
國
君
有
懐
遠
之
志
、
遂
允
其
請
。
概
薩
旦
那
王
命
使
迎
婦
、
而
誠
日
、
「
爾

　
　
致
辞
束
國
君
女
、
我
國
素
無
綜
綿
桑
窟
之
種
、
可
以
持
來
、
自
爲
裳
服
」
。

　
　
女
聞
基
言
、
密
求
其
種
、
以
桑
館
之
子
置
帽
架
中
、
既
至
關
防
。
主
者
遍

　
　
索
、
唯
王
女
帽
不
敢
以
検
。
遂
入
擢
薩
旦
那
國
、
止
鹿
射
伽
藍
故
地
。
方

　
　
備
儀
稚
、
奉
迎
入
宮
、
以
桑
獺
種
留
於
此
地
。

そ
の
要
旨
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
こ
の
国
（
干
脚
）
で
は
養
蚕
が
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
東
国
（
中
国
）
へ
使
者
を
派
遣
し
て
求
め
さ
せ

た
が
、
東
国
で
は
関
所
を
固
め
て
養
種
の
持
ち
出
し
を
阻
止
し
た
。
そ
こ
で
コ
ー

タ
ン
王
は
一
計
を
案
じ
、
束
国
の
王
に
王
女
の
降
嫁
を
請
い
、
養
種
を
持
ち
出

し
て
自
ら
衣
裳
を
製
す
る
よ
う
王
女
に
伝
一
言
し
た
。
王
女
は
帽
架
の
中
に
養
種

を
隠
し
、
関
所
を
無
事
通
過
し
、
以
後
コ
ー
タ
ン
で
は
養
蚕
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
絵
画
で
表
現
し
た
ほ
ぽ
同
時
代
の
板
絵
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
A
・
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
コ
ー
タ
ン
束
北
の
ダ
ン
ダ
ー
ン
H
ウ
ィ
リ
ク

の
寺
院
趾
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
伝
承
は
、
プ
ロ
コ
ピ
ウ
ス
よ
り
少
し
後
の
、
六
世
紀
末
の
東
ロ
ー

マ
の
歴
史
家
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
（
↓
訂
o
呂
彗
①
ω
）
の
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

　
　
　
　
　
蜀
布
と
巧
竹
杖

よ
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
が
皇
帝
で
あ
っ
た
と
き
に
、
あ
る
ペ
ル
シ
ャ
人
が
蚕

　
　
の
増
殖
の
し
く
み
ぼ
竃
鶉
邑
を
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

　
　
ノ
ポ
リ
ス
の
こ
と
－
引
用
者
一
に
伝
え
た
。
こ
れ
は
そ
れ
以
前
の
ロ
ー
マ

　
　
人
（
現
代
で
言
う
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
こ
と
1
引
用
者
）
に
は
知
ら
れ
て
い
な

　
　
か
っ
た
。
こ
の
ペ
ル
シ
ャ
人
は
、
セ
ー
ロ
ス
人
の
国
か
ら
や
っ
て
き
て
、

　
　
蚕
（
毛
虫
）
の
種
（
卵
）
を
杖
の
中
に
入
れ
て
、
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
ま

　
　
　
　
　
　
一
釧
〕

　
　
で
守
っ
て
き
た
－
…
。

コ
ー
タ
ン
に
お
け
る
伝
承
と
東
ロ
ー
マ
に
お
け
る
二
つ
の
伝
承
の
関
係
に
つ
い

て
、
護
雅
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

　
　
仏
教
国
子
醐
（
コ
ー
タ
ン
ー
引
用
者
）
の
説
話
が
流
砂
を
わ
た
り
パ
ミ
ー

　
　
ル
の
険
を
こ
え
て
、
絹
商
人
の
口
か
ら
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
を
へ
て
東

　
　
ロ
ー
マ
ヘ
伝
え
ら
れ
、
そ
の
あ
い
だ
に
、
い
つ
し
か
、
「
東
国
の
王
女
」
が

　
　
「
僧
侶
」
ま
た
は
「
ペ
ル
シ
ャ
人
」
に
、
「
冠
」
（
帽
紫
）
が
「
杖
」
に
、
そ

　
　
し
て
「
干
脚
王
」
が
「
東
ロ
ー
マ
皇
帝
」
に
か
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
些

　
　
の
は
無
理
だ
ろ
う
か
。

我
々
は
こ
の
コ
ー
タ
ン
版
の
伝
承
に
お
い
て
、
東
国
の
王
女
の
「
帽
紫
」
の
中

に
隠
さ
れ
て
運
ば
れ
た
養
種
が
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
伝
え
る
伝
承
で
は
「
蚕
（
毛

虫
）
の
種
（
卵
）
を
杖
の
中
に
入
れ
て
」
持
ち
出
し
た
と
な
っ
て
い
る
点
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
っ
た
い
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
モ
チ
ー
フ
は
ど
こ
か
ら
導

入
さ
れ
た
も
の
な
の
か
。
大
夏
は
コ
ー
タ
ン
の
西
ほ
ぼ
二
δ
O
キ
ロ
余
り
の
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
蜀
か
ら
身
毒
を
へ
て
大
夏
に
運
ば
れ
た
蜀
布
と
耶
竹
杖
は
、

九
一



そ
の
途
中
の
西
域
南
遺
上
に
位
置
す
る
コ
ー
タ
ン
の
バ
ザ
ー
ル
で
も
売
ら
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
蜀
布
は
と
も
か
く
、
さ
し
て
商
品
価
値
の
あ
る
と

も
思
え
ぬ
竹
の
杖
が
、
な
ぜ
は
る
か
大
夏
ま
で
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蜀
布
は
細
布
で
、
そ
の
細
布
に
は
種
々

の
種
類
が
あ
り
、
も
っ
と
も
高
価
な
細
布
が
黄
潤
だ
っ
た
。
そ
し
て
『
華
陽
国

志
』
蜀
志
・
江
原
県
の
条
に
は
、
黄
潤
細
布
が
「
先
筒
」
に
収
め
ら
れ
る
と
あ

り
、
劉
琳
氏
は
こ
の
「
先
筒
」
に
「
大
き
な
竹
筒
で
、
眠
江
上
流
の
先
中
に
産

　
　
　
　
　
　
　
一
脆
一

す
る
」
と
注
し
て
い
る
。
し
か
し
任
乃
強
氏
の
言
う
よ
う
に
、
黄
潤
は
そ
の
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

さ
を
強
調
す
る
た
め
筒
中
に
収
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
先
筒
は
「
大
き
な
竹
筒
」

で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
し
か
も
黄
潤
は
「
筒
中
細
布
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
の

で
、
必
ず
し
も
そ
の
竹
筒
が
「
先
筒
」
に
隈
定
さ
れ
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
。

お
そ
ら
く
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
運
ば
れ
た
蜀
布
は
、
と
く
に
耶
竹
杖

の
中
に
収
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
耶
竹
の
直
径
が
一
⊥
二
＃
ノ
と
い
う

の
も
、
細
布
の
薄
さ
を
強
調
す
る
の
に
は
適
当
な
太
さ
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
伝
え
る
伝
承
は
、
黄
潤
細
布
に
代
表
さ
れ
る
蜀
の

細
布
が
そ
の
薄
さ
を
強
調
す
る
た
め
耶
竹
杖
に
収
め
ら
れ
て
西
方
に
運
ば
れ
た

と
い
う
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、

蜀
か
ら
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
西
方
に
運
ば
れ
た
細
布
は
、
当
初
黄
潤

を
代
表
と
す
る
麻
織
り
の
細
布
で
あ
っ
た
が
、
や
や
時
代
が
下
っ
て
蜀
で
も
絹

織
物
業
が
盛
ん
に
な
る
と
、
絹
の
細
布
も
や
は
り
耶
竹
杖
に
収
め
ら
れ
て
運
ば

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
や
は
り
張
蕃
が
み
た
の
は
麻
の
細
布
だ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ー
タ
ン
の
伝
承
、
す
な
わ
ち
東
国
の
王
女
が
帽
架

九
二

の
中
に
養
種
を
隠
し
て
持
ち
出
し
た
と
い
う
伝
承
よ
り
も
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の

伝
え
る
伝
承
、
す
な
わ
ち
あ
る
ペ
ル
シ
ャ
人
が
蚕
種
を
杖
の
中
に
入
れ
て
持
ち

出
し
た
と
す
る
伝
承
の
方
が
、
蜀
布
と
耶
竹
杖
の
関
係
を
よ
り
直
裁
に
反
映
し

た
伝
承
で
あ
り
、
コ
ー
タ
ン
の
伝
承
は
こ
れ
よ
り
い
く
つ
か
の
段
階
の
変
容
を

へ
て
形
成
さ
れ
た
伝
承
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

む
　
す

び

　
蜀
布
と
耶
竹
杖
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
有
名
な
の
で
、
小
論
で
取
り
上
げ
た

論
考
以
外
に
も
数
多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
の
大
半
は
論
証
を
欠
い
て
自
説

を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
史
料
に
即
し
て
論
証
し
て
い
る

数
篇
の
論
考
を
と
く
に
対
象
と
し
て
再
検
討
し
た
。
結
論
的
に
は
細
布
を
黄
潤

と
考
え
る
論
者
は
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
蜀
の
細
布
と
東
ロ
ー
マ
の
蚕
種
西

伝
伝
承
と
結
び
つ
け
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。
関
連
史
料

が
少
な
い
の
で
、
小
論
も
十
分
実
証
さ
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
が
、
将
来
耶

竹
杖
の
中
に
収
め
ら
れ
た
蜀
布
が
考
古
学
的
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
期
待

し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
筆
者
は
「
張
審
が
大
夏
で
見
た
蜀
布
と
耶
竹
杖
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鯛
一

と
い
う
小
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ほ
ん
の
メ
モ
程
度
の
覚
書
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
、
い
ず
れ
論
文
の
形
に
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
今
夏
（
二
〇
〇

一
年
）
、
早
稲
田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
の
海
外
調
査
の
一
環
と
し
て
、
耶

竹
の
分
布
地
の
一
つ
で
あ
る
四
川
省
雷
波
県
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
耶
竹



杖
や
耶
竹
の
筍
を
売
っ
て
い
る
店
な
ど
現
地
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
小
論
で
は
こ
う
し
た
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
旧
稿
に
対
し
て
大

幅
な
補
訂
を
加
え
、
書
き
直
し
た
。

〈
付
記
〉

（
一
）
本
稿
は
二
〇
〇
一
年
八
月
五
日
－
八
月
二
六
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
四

川
大
学
哲
学
芸
術
学
院
と
の
日
中
共
同
調
査
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
ま

た
本
学
特
定
課
題
研
究
「
〃
民
族
走
廊
。
か
ら
み
た
先
・
氏
の
遷
徒
と
巴
蜀
文

化
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。

（
二
）
束
口
ー
マ
側
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
本
学
文
学
研
究
科
教
授
小
林
雅
夫
氏
、

エ
ル
フ
ル
ト
大
学
東
洋
史
研
究
室
助
手
の
小
田
謙
爾
氏
に
多
大
な
ご
助
力
を

賜
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

2　　1

注

一
3
一54

　
方
N
瞼
，
小
N
閑
南
雌
史
地
理
考
秋
」
＾
上
舳
、
小
華
杵
M
、
一
九
八
七
年
）
一
四
頁
。

　
『
読
史
方
…
一
紀
要
』
巻
七
二
・
四
川
七
・
雅
州
・
栄
維
県
・
耶
峡
山
の
条
に
「
縣
束
四

十
皿
。
一
名
耶
作
山
、
亦
［
耶
舳
人
山
。
山
峻
肌
、
凝
泳
夏
結
、
冬
則
劇
寒
。
昨
竹
、
高

節
而
巾
貨
、
所
訓
耶
竹
杖
也
」
と
あ
る
。

　
＾
四
川
竹
》
細
纂
委
以
会
納
，
四
川
竹
」
一
巾
箏
人
民
共
和
旧
地
朽
詞
典
、
商
務
印
劣

餉
、
一
九
九
三
〕
七
八
八
頁
。

　
李
昆
声
編
著
，
よ
柑
文
物
古
辿
」
一
簑
内
人
民
…
川
版
祉
、
一
九
八
四
年
一
一
一
一
頁

　
も
っ
と
も
耶
竹
杖
は
竹
で
は
な
く
、
竹
藤
一
和
名
し
ら
ふ
じ
一
で
作
っ
た
杖
と
す
る

解
釈
も
あ
る
。
任
乃
独
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
雌
多
産
地
は
閉
洋
諦
島
と
イ
ン
ド
シ
ナ
半

島
で
、
そ
れ
が
閑
南
苑
の
耶
N
か
ら
…
」
蜀
へ
輪
…
…
さ
れ
、
巾
原
に
ま
で
達
し
た
と
す
る

　
　
　
　
蜀
布
と
耳
竹
杖

76一
8
）

11 10 914 13 1216 15一
1
7
一

一
1
8
一

一
1
9
一

一
2
0
）

一
任
乃
強
「
蜀
布
・
耶
竹
杖
入
大
夏
考
」
、
同
氏
校
注
『
華
陽
国
志
校
補
N
注
』
所
収
、

上
海
市
癖
山
版
祉
、
一
九
八
七
年
）
。

　
荻
巣
樹
徳
『
幻
の
榊
物
を
迫
っ
て
』
一
講
談
祉
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
一
丁
一
四
頁
。

　
李
独
鉢
・
擁
紀
如
「
｝
同
筑
竹
胴
械
物
志
資
料
」
一
『
簑
南
柿
物
研
究
』
一
〇
巻
一
期
、

一
九
八
八
年
一
。

　
朱
石
麟
等
主
編
『
小
N
竹
蜘
杣
物
N
志
』
一
小
固
林
業
…
…
版
祉
、
一
九
九
四
年
一
一
六

六
頁
。

　
林
沌
栄
「
耶
竹
証
故
」
一
『
巾
凶
農
史
』
一
九
八
六
年
第
二
期
一
。

　
藍
勇
『
南
方
締
綱
之
路
』
一
兎
腿
大
学
出
版
祉
、
一
九
九
二
年
一
三
八
頁
。

　
桑
秀
尖
「
耶
郁
・
柞
郁
・
桝
駝
等
火
人
的
族
属
及
遷
徒
情
形
」
一
『
巾
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
集
刊
」
第
五
二
本
第
三
分
、
一
九
八
一
年
一
。

　
桑
秀
尖
前
掲
論
文
。

　
桑
秀
簑
前
掲
論
文
。

　
工
脈
元
”
「
砥
の
伝
水
を
め
ぐ
る
巾
華
世
界
と
川
縁
」
一
『
中
華
の
形
成
と
來
方
世
界
』

所
収
、
…
れ
波
諦
座
世
界
歴
史
、
第
三
巻
、
一
九
九
八
年
）
一
一
〇
－
一
一
一
、
貝
。

　
藍
功
『
｛
方
紳
納
之
脇
」
一
重
腿
大
学
山
版
祉
、
一
九
九
二
年
一
七
頁
。

　
尤
小
『
簑
吻
民
族
史
＾
上
）
』
＾
簑
閉
大
学
西
｛
辺
脳
歴
史
所
、
一
九
八
五
年
）
、
徳
宏

州
志
編
委
辮
公
室
『
徳
宏
史
志
資
料
」
姉
三
火
一
等
を
代
表
と
す
る
。
こ
こ
で
言
う
木

柵
と
は
納
花
の
こ
と
で
は
な
く
、
樹
棉
一
和
名
き
わ
た
一
で
あ
る
。

　
張
楠
「
迦
征
身
碓
的
古
逝
」
一
『
文
物
天
地
』
一
九
八
三
年
第
六
期
）
、
陳
炎
「
小
固
同

緬
旬
腋
史
上
的
文
化
交
流
」
；
文
献
」
一
九
八
六
年
第
三
期
一
、
四
川
省
文
史
餉
『
成
郁

城
坊
古
迦
考
』
一
四
川
人
民
…
川
版
祉
、
一
九
八
七
年
）
箏
を
代
表
と
す
る
。

　
任
乃
弛
「
郷
布
之
路
」
＾
『
文
史
雑
志
」
一
九
八
七
年
第
一
・
二
期
〕
、
同
氏
前
掲
「
蜀

布
・
耶
竹
杖
入
大
夏
考
」
、
藍
勇
前
掲
詐
『
榊
方
綜
納
之
路
』
等
を
代
表
と
す
る
。

　
饒
宗
醐
「
鋤
布
与
O
ヲ
岩
津
訂
－
論
早
期
小
・
印
・
緬
之
交
迎
」
一
『
巾
央
研
究
院
歴

史
諦
言
研
究
所
災
刊
』
第
四
五
本
第
四
分
、
一
九
七
四
年
）
、
後
『
饒
宗
囲
、
史
学
論
著

避
」
一
上
海
古
繍
川
版
祉
、
一
九
九
三
年
一
に
叫
録
。

　
テ
ク
ス
ト
は
脹
狼
澤
校
注
，
蝪
雄
集
校
注
＝
巾
国
古
典
文
学
叢
沓
、
上
海
古
締
出
版
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
一
一



九
四

（
2
1
一
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2
9
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31 30一
3
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一

34 3338 37 36 35

一
九
九
三
年
〕
に
よ
る
。

　
小
泉
袈
裟
勝
編
著
，
凶
解
拠
位
の
、
歴
史
辞
典
』
一
新
装
版
、
柏
火
］
房
、
一
九
九
一
年
一

一
六
六
頁
。

　
任
乃
強
前
糾
「
銅
布
・
耶
竹
杖
入
大
夏
考
」
。

　
任
乃
独
前
掲
苫
，
雌
陽
旧
志
校
注
』
一
六
〇
頁
、
注
一
一
四
一
。

　
任
乃
強
前
掲
苫
，
華
陽
固
志
校
注
』
七
頁
、
注
一
三
一
。

　
劉
琳
校
一
．
吐
『
華
腸
旧
志
校
注
』
一
巴
蜀
杵
祉
、
一
九
八
四
年
一
二
四
三
頁
。

　
，
後
漢
苫
』
巻
八
六
・
南
蛮
西
南
夷
列
伝
の
哀
牢
火
の
条
に
は
「
繭
干
細
布
、
織
成
文

革
如
綾
錦
」
と
あ
る
。

　
藍
功
前
掲
苫
三
七
頁
。

　
誕
雅
炎
納
，
漢
と
ロ
ー
マ
」
（
束
西
文
川
の
交
流
1
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
一
三
八

○
、
三
八
二
頁
。

　
小
野
定
雄
他
訳
，
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
」
第
－
巻
一
雄
山
閑
、
一
九
九
二
年
第
四

版
〕
四
九
二
頁
。

　
饒
宗
醐
前
拙
論
文
。

　
江
玉
一
祥
「
古
代
巾
凶
西
南
締
綱
之
路
」
一
同
氏
主
編
，
市
代
西
吻
綜
綱
之
路
研
究
』
第

二
輯
、
四
川
大
学
㎜
版
祉
、
一
九
九
．
五
年
一
。

　
O
o
ξ
，
胴
一
＝
．
団
．
勇
O
Q
O
ミ
竃
一
j
H
ω
↓
O
宛
く
O
句
一
「
＝
向
ミ
＞
宛
ψ
＜
H
H
一
｝
＞
宛
妻
宛
O

⊂
2
；
カ
ω
H
ミ
勺
カ
内
ω
ψ
「
○
之
U
O
之
一
－
o
①
ド
o
P
N
N
一
－
ω
－
．

　
護
雅
夫
編
前
掲
篶
『
漢
と
口
ー
マ
」
三
八
七
－
三
八
九
頁
。

　
嚢
O
－
§
く
宝
姜
『
O
あ
－
Q
O
あ
S
、
Ω
妻
Q
O
あ
；
ト
o
o
．
O
凹
『
o
＝
轟
－
≦
目
＝
o
『
F
一
叩
一
く
0
F

冥
㌔
凹
ユ
巴
二
8
o
。
ら
。
ミ
o
・
こ
の
文
献
と
当
該
部
分
の
訳
に
つ
い
て
は
、
小
田
謙
醐
氏
の

ご
協
力
を
得
た
。
岬
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
誰
雅
夫
編
前
掲
苫
『
漢
と
口
ー
マ
」
三
八
八
⊥
二
八
九
頁
。

　
劉
琳
校
注
前
掲
苫
『
堆
腸
固
志
校
注
』
2
4
3
、
貝
。

　
任
乃
強
前
蝪
推
『
華
陽
国
志
校
注
』
　
一
六
〇
頁
、
注
（
一
四
）
。

　
「
、
荻
搬
が
大
夏
で
見
た
蜀
布
と
耶
竹
杖
に
つ
い
て
」
（
平
成
4
・
5
年
度
科
学
研
究
貨

補
助
金
■
総
合
研
究
（
A
一
研
究
成
果
推
告
詐
，
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
交
流
と
地
域

文
化
』
所
収
、

一
九
九
四
年
一
。


